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独立行政法人国民生活センター第２期中期目標、第３期中期目標（案）比較表 
 

第３期中期目標（案） 第２期中期目標 

平成２５年３月○日

独立行政法人国民生活センター（以下「センター」という。）は、国民生活の安

定及び向上に寄与するため、総合的見地から、国民生活に関する情報提供及び調査

研究を行うとともに、重要消費者紛争について法による解決のための手続を実施す

ることを目的としており、消費者基本法第２５条において、消費生活に関する情報

の収集・提供や苦情処理のあっせん及び相談等の中核的機関としての役割が明確に

位置付けられている。 

 

消費者庁の創設とともに施行された消費者安全法においては、センターについ

て、都道府県及び市町村に対し必要な援助を行うことや、消費者庁が行う消費者事

故等の情報の集約・分析・公表に関して緊密な連携・協力を行う等の内容が規定さ

れている。 

消費者を取り巻く環境をみると、情報通信技術の発展、国際化等による消費生活

の多様化・高度化が進むとともに消費者問題は多様化・複雑化しており、消費者と

事業者との情報の質・量及び交渉力に関する格差を縮小し、消費者被害の防止を図

るため、センターは、消費者庁との緊密な連携の下、国民生活に関する様々な情報

の収集・提供等を行うことが必要とされている。 

また、平成２３年３月に発生した東日本大震災以降、これまで以上に国民の安

全・安心に対する関心が高まっている。さらに、平成２４年１０月には、生命又は

身体の被害に係る消費者事故等の原因を究明し、その再発又は拡大の防止を図るた

め、消費者庁に消費者安全調査委員会が設置された。これらを受けて、センターは、

 

平成２０年 ２月２９日 

（変更）平成２１年 ９月 １日 

 

独立行政法人国民生活センター（以下「センター」という。）は、国民生活の安

定及び向上に寄与するため、総合的見地から、国民生活に関する情報提供及び調査

研究を行う機関として、平成１５年１０月に、それまでの特殊法人から独立行政法

人化された。そして、平成１６年に、消費者保護基本法が消費者基本法に抜本改正

され、同法第２５条において、センターは、消費生活に関する情報の収集・提供や

苦情処理のあっせん及び相談等の中核的機関としての役割が明確に位置付けられ

た。 

平成２１年９月の消費者庁の創設とともに施行された消費者安全法においては、

センターについて、都道府県及び市町村に対し必要な援助を行うことや、消費者庁

が行う消費者事故等の情報の集約・分析・公表に関して緊密な連携・協力を行う等

の内容が規定された。 

消費者を取り巻く環境をみると、情報通信技術の発展、国際化等による消費生活

の多様化・高度化が進み、消費者問題は多様化・複雑化し、消費者トラブルが増加

している。また、最近の製品事故等を背景に国民の安全・安心に関する関心が高ま

っている。こうしたなかで、消費者が事業者に比べ情報の質・量及び交渉力におい

て不利な立場にあることから、その格差を縮小するために、センターは、消費者庁

との緊密な連携の下、国民生活に関する様々な情報の収集・提供等を行うことが必

要である。 
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消費者庁との連携を強化し、商品テスト等を通じて、生命又は身体分野の消費者安

全の確保に寄与することが期待される。 

他方、センターを含めた独立行政法人は、厳しい財政状況の中、事業の一層の効

率化を図ることで、限られた予算の中で質の高い行政サービスを提供することが求

められている。 

したがって、センターが、平成２５年４月からの中期目標期間中に、引き続き、

国、地方公共団体及び関係機関等と緊密に連携しつつ、消費者問題に関する中核的

実施機関として、その機能の維持・強化が求められていることを踏まえ、効率的か

つ効果的に質の高い行政サービスを提供していくため、この目標を設定する。 

 

 

１．中期目標の期間 

センターの中期目標の期間は、平成２５年４月１日から平成３０年３月３１

日までの５年とする。 

 

２．業務の効率化に関する事項 

(1) 一般管理費（人件費を除く。）について、毎年度、前年度比３％以上の削減

を図る。業務経費については、毎年度、前年度比１％の経費の効率化を図る。

なお、激変緩和措置を設けた上で平成２４年度に廃止した借上宿舎制度につ

いては、平成２５年９月末までに激変緩和措置を終了し、必要に応じて住宅手

当を支給する制度に全面的に移行する。 

 

(2) 総人件費については、政府における総人件費削減の取組を踏まえ見直すこと

とし、更なる業務の効率化や、相談業務等への重点配置などの人員配置の適正

化を図りつつ、非常勤職員を真に必要な業務に限定するなど、必要な取組を実

施する。 

また、全国消費生活情報ネットワーク・システム（以下「ＰＩＯ－ＮＥＴ」

 

 

 

 

 

したがって、センターが、独立行政法人化されてから平成２０年３月までの最初

の中期目標期間中の実績及び消費者庁の発足を踏まえ、平成２０年４月からの中期

目標期間中に、引き続き、国、地方公共団体及び関係機関等と緊密に連携しつつ、

国民生活に関する情報ネットワークの中核的機関として、その業務について、質の

向上を図りつつ効率的かつ効果的に実施していくため、この目標を設定する。 

 

１．中期目標の期間 

センターの中期目標の期間は、平成２０年４月１日から平成２５年３月３１

日までの５年とする。 

 

２．業務の効率化に関する事項 

(1) 一般管理費（人件費を除く）について、毎年度、前年度比３％以上の削減を

図る。業務経費については、毎年度、前年度比１％の経費の効率化を図る。 

 

 

 

 

(2) 総人件費については、「簡素で効率的な政府を実現するための行政改革の推

進に関する法律」（平成１８年法律第４７号）等に基づき、人件費の削減につ

いて引き続き着実に実施するとともに、「経済財政改革と構造改革に関する基

本方針２００６」（平成１８年７月７日閣議決定）に基づき、人件費改革の取

組を平成２３年度まで継続するものとする。併せて、国家公務員の給与構造改
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という。）の刷新に伴う効率化による総人件費の更なる削減について検討を行

い、平成２７年度の年度計画に具体的な削減に係る措置を記載する。 

 

(3) 給与水準について、国民の理解と納得が得られるよう、地域・学歴勘案のラ

スパイレス指数を１００．０とするほか、組織の活性化等が図られるよう、年

功による昇給が強調されている現行の給与体系を、国家公務員の給与体系や標

準的な民間企業の給与体系も勘案しつつ、昇格・昇給体系も含めて見直しを行

う。なお、給与水準の適正化に当たっては、その取組状況や検証結果について

公表する。 

また、国家公務員の給与見直しが行われた際は、その動向を見つつ、必要な

措置を講じる。 

 

 

 

 

 

(4) 契約については、原則として一般競争入札等によるものとし、以下の取組に

より、随意契約の適正化等を推進するものとする。 

また、監事による監査において、入札・契約の適正な実施についてチェック

を受けるものとする。 

① センターが策定する「随意契約見直し計画」に基づく取組を着実に実施す

るとともに、その取組状況を公表すること。 

② 一般競争入札等により契約を行う場合であっても、特に企画競争や公募を

行う場合には、競争性、透明性が十分確保される方法により実施すること。

③ 契約に係る情報の公開を引き続き推進すること。 

 

(5) 保有資産の有効活用 

革を踏まえた給与体系の見直しを進める。 

 

 

(3) 給与水準について以下のような観点から検証を行い、これを維持する合理的

な理由がない場合には必要な措置を講ずることにより、給与水準の適正化に速

やかに取り組むとともに、その検証結果や取組状況については公表する。 

① 職員の在職地域や学歴構成等の要因を考慮してもなお国家公務員の給与

水準を上回っていないか。 

② 事務所の所在地における地域手当が高いなど、給与水準が高い原因につい

て、是正の余地はないか。 

③ 国からの財政支出の大きさ、累積欠損の存在、類似の業務を行っている民

間事業者の給与水準等に照らし、現状の給与水準が適切かどうか十分な説明

ができるか。 

④ その他、給与水準についての説明が十分に国民の理解を得られるものとな

っているか。 

 

(4) 契約については、原則として一般競争入札等によるものとし、以下の取組に

より、随意契約の適正化を推進するものとする。 

また、監事による監査において、入札・契約の適正な実施についてチェック

を受けるものとする。 

① センターが策定する「随意契約見直し計画」に基づく取組を着実に実施す

るとともに、その取組状況を公表すること。 

② 一般競争入札等により契約を行う場合であっても、特に企画競争や公募を

行う場合には、競争性、透明性が十分確保される方法により実施すること。 

 

 

(5) 保有資産の有効活用 
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① 相模原事務所について、研修施設の活用方法等を含め、事務所の在り方に

ついて検討する。 

 

② 東京事務所について、同事務所で実施する業務を精査しつつ、移転に向け

た取組を進め、遅くとも東京事務所が合築されている建物に所在するセンタ

ー以外の者の移転時期と同年度内に移転し、国庫納付する。 

③ 相模原事務所の在り方の検討及び東京事務所の国庫納付に当たっては、消

費者行政の枠組みにおける他機関の実施するテスト等を含めた商品テスト

の今後の在り方に関する検討も踏まえつつ、最も効率的・効果的に業務運営

を行うことができる体制となるよう検討を行う。 

 

(6) 自己収入の拡大・経費の節減 

出版物の販売、研修受講料等について、受益者負担が適正かどうか検証し、

必要に応じて見直す。また、研修事業について、地方公共団体との共催を図る

など経費を節減する。 

 

３．国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項 

国、地方公共団体及び関係団体との適切な役割分担と緊密な連携を図りつつ、

消費者問題に関する中核的実施機関として、複雑多様化する国民のニーズに応じ

て一層適時適切に業務を実施することに重点を置きつつ、以下に掲げる課題に取

り組むものとする。 

(1) 消費生活情報の収集・分析 

① ＰＩＯ―ＮＥＴの刷新 

ＰＩＯ―ＮＥＴについて、ＰＩＯ－ＮＥＴ刷新に関する検討会中間報告

を踏まえ、相談現場において「記録する道具」から「消費生活相談を受け

ながら相談処理に役立つ道具」へ転換するため、平成２７年３月末までに

業務改善及びシステム改修を行う。 

① 相模原事務所について、行政機関、大学、消費者団体等による積極的な利

用促進を図るとともに、施設の企画・管理・運営業務について民間競争入札

の対象とし、有効活用を図る。 

② 東京事務所において実施する業務を精査しつつ、移転を含め、その在り方

を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項 

国、地方公共団体及び関係団体との適切な役割分担と緊密な連携を図りつつ、

国民生活に関する情報ネットワークの中核的機関として、複雑多様化する国民の

ニーズに応じて一層適時適切に業務を実施することに重点を置きつつ、以下に掲

げる課題に取り組むものとする。 

(1) 消費生活情報の収集・分析 

① ＰＩＯ―ＮＥＴの刷新 

警戒すべき情報を早期に発見し、迅速な提供が行えるようにするために、

業務の在り方を見直し、可能なものから早急に実施する。 

全国消費生活情報ネットワーク・システム（ＰＩＯ―ＮＥＴ）を刷新し、

苦情相談情報の収集期間の短縮と分析能力の向上を図る。ＰＩＯ―ＮＥＴ刷
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なお、刷新に当たり、消費者庁とともに、地方公共団体等の理解と協力

を得て、入力項目の削減を実施し、仮登録の仕組みを導入することに加え、

相談受付後における登録を再度徹底することなどにより、刷新後における

相談受付からＰＩＯ－ＮＥＴに登録されるまでの平均日数を１０日以内に

短縮することを目指す（センターが自ら受け付けた相談については、平均

５日以内に短縮する。）。 

また、キーワードの大幅な整理を行った上で、逆引き辞書を作成すると

ともに、マニュアルの全面的な見直しを行う。 

② 「早期警戒指標」の活用 

消費者被害の未然防止・拡大防止を図るため、新たな手口・悪質事例等

を早期に明らかにする「早期警戒指標」を活用し、消費者庁、関係省庁、関

係独立行政法人、消費生活センター等の関係機関等への迅速な情報提供を行

う。 

③ 事故情報データバンクの活用 

事故情報データバンクを活用し、関係機関等とのネットワークを通じて、

当該機関の保有する重大事故情報等の速やかな共有化を図るとともに、イン

ターネットを活用する等、広範囲の消費者情報を収集する。また、情報分析

能力を強化し、これら情報の有効活用を図る。 

④ 調査研究 

国・地方の消費者政策の企画立案や消費者行政の国際的展開に資するた

め、消費生活に重大な影響を及ぼす問題について、ＰＩＯ－ＮＥＴ情報等を

活用しつつ調査研究を行うとともに、海外の消費者行政の動向について情報

収集を行い、広く国民に情報提供する。 

 

(2) 国民への情報提供 

① 報道機関等を通じた情報提供 

ＰＩＯ―ＮＥＴ等に蓄積されている情報やセンターで処理された苦情相

新システムの設計に当たっては、業務体系を再構築したうえで行う。 

 

 

 

 

 

 

 

② 「早期警戒指標」の整備 

消費者被害の未然防止・拡大防止を図るため、新たな手口・悪質事例等

を早期に明らかにする「早期警戒指標」を整備し、消費者庁、関係省庁、関

係独立行政法人、地方消費生活センター等の関係機関等への迅速な情報提供

を行う。 

③ 事故情報データバンクの整備 

事故情報データバンクを整備し、関係機関等とのネットワークを通じて、

当該機関の保有する重大事故情報等の速やかな共有化を図るとともに、イン

ターネットを活用する等、広範囲の消費者情報を収集する。また、情報分析

能力を強化し、これら情報の有効活用を図る。 

④ 調査研究 

消費生活に重大な影響を及ぼす問題について、ＰＩＯ－ＮＥＴ情報等を

活用しつつ調査研究を行い、国・地方の消費者政策の企画立案に資するとと

もに、広く国民に情報提供する。 

 

 

(2) 国民への情報提供 

① 報道機関等を通じた情報提供 

ＰＩＯ―ＮＥＴ等に蓄積されている情報やセンターで処理された苦情相
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談を分析し、消費者に同種被害が多数発生している事例、深刻な被害事例等

に関する情報を迅速に分析してとりまとめ、記者説明会を機動的に開催す

る。 

② ホームページ、出版物等による情報提供 

ホームページ、出版物等を通じて国民生活に関する諸問題に関する情報

を適時適切に提供する。特に消費者トラブルメール箱については、寄せられ

た情報を積極的に活用し、分析した上で、必要な情報を迅速かつより分かり

やすく提供する。 

また、消費者問題に関する専門情報誌である「国民生活」をホームペー

ジに掲載するなど、広く国民に周知する。 

③ 消費者庁の行う注意喚起への協力 

消費者庁が行う注意喚起について、可能な限りの媒体を利用して消費者

に情報を提供する。 

 

(3) 苦情相談 

① 苦情相談 

専門分野に特化した相談員・職員の配置や、弁護士・専門技術者等専門

家の活用により消費生活センター等からの経由相談の解決能力の向上を図

るとともに、消費生活センター等において対応困難な分野に関する相談対応

を積極的に行い、その対応から得られる知見を消費生活センター等へ周知す

る。また、平日バックアップ相談及び土日祝日相談等を実施し、あっせんを

積極的に行う。 

② 個人情報に関する苦情相談 

個人情報に関する苦情相談について、「個人情報の保護に関する基本方

針」（平成１６年４月２日閣議決定）に基づき、円滑かつ的確な処理に資す

るため、苦情相談機能を発揮し、また、個人情報に関する苦情相談の事例を

集約・分析し、対応事例集等を作成すること等により、各種相談機関におけ

談を分析し、消費者に同種被害が多数発生している事例、深刻な被害事例等

に関する情報を迅速に分析してとりまとめ、記者説明会を機動的に開催す

る。 

② ホームページ、出版物等による情報提供 

ホームページ、出版物等を通じて国民生活に関する諸問題に関する情報

を適時適切に提供する。 

 

 

 

 

③ 消費者庁の行う注意喚起への協力 

消費者庁が行う注意喚起について、可能な限りの媒体を利用して消費者

に情報を提供する。 

 

(3) 苦情相談 

① 苦情相談 

苦情相談業務について、直接相談を実施しつつ、弁護士、専門技術者等

専門家の活用により地方消費生活センターからの経由相談の解決能力の向

上を図る。 

 

 

 

② 個人情報の取扱に関する苦情相談 

個人情報の保護に関する法律の制定を受けて、円滑かつ的確な苦情処理

を確保するため、政府全体の個人情報保護に関する基本方針の策定を踏まえ

つつ、個人情報の取扱いに関する苦情相談機能の充実強化を図る。 
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る個別の相談事例から得られる知見を蓄積し、その共有を図るものとする。

 

 (4) 裁判外紛争解決手続の実施 

消費者紛争の迅速・適正な解決と同種紛争の未然防止のため、裁判外紛争解

決手続を実施し、申請から４か月以内に手続を終了するよう努める。 

 

(5) 関係機関への情報提供 

① 消費者庁等への情報提供 

消費者事故等の発生に関して、必要な事項を適切な方法で消費者庁へ通

知するとともに、財産事案や生命身体事案に係る情報共有のための会議の場

等を通じ、ＰＩＯ－ＮＥＴ等に蓄積されている情報等の分析結果や、消費者

に同種被害が多数発生している事例、深刻な被害事例等について、消費者庁

との情報共有をより緊密に行う。また、公共料金の値上げが消費生活に及ぼ

す影響の大きさに鑑み、公共料金に関して受け付けた意見・相談内容等を取

りまとめ、消費者庁へ報告する。 

さらに、関係行政機関への情報提供を積極的に行う。 

② 消費生活センター等への情報提供 

ＰＩＯ－ＮＥＴ等の運営、苦情相談に係る緊急情報の提供、商品テスト

に係る技術協力、相談員の研修などを通じ、消費生活センター等に対し情報

提供を行う。 

③ 行政機関等との情報交流 

消費者利益を侵害する違法・不当行為の取締り等を行う行政機関等との

間で緊密な情報交換を行い、法令に基づく迅速かつ厳正な行政処分等に資す

る。 

④ 関係機関等との情報交換等を行い、連携を図る。 

⑤ 適格消費者団体におけるＰＩＯ－ＮＥＴの利用について、関係者との調整

を踏まえ、具体化を進めるほか、消費者団体への情報提供を積極的に行う。

 

 

(4) 裁判外紛争解決手続の実施 

消費者紛争の迅速・適正な解決と同種紛争の未然防止のために、国民生活セ

ンター法の改正を踏まえ、裁判外紛争解決手続を実施する。 

 

(5) 関係機関への情報提供 

① 消費者庁への情報提供 

消費者事故等の発生に関して、必要な事項を適切な方法で消費者庁へ通

知するとともに、ＰＩＯ－ＮＥＴ等に蓄積されている情報等を分析し、消費

者に同種被害が多数発生している事例、深刻な被害事例等をとりまとめた結

果について、情報共有のための会議の場などを通じ、消費者庁と緊密な情報

共有を図る。 

さらに、消費者庁を通じて関係行政機関への情報提供を行う。 

 

 

② 地方消費生活センターへの情報提供 

ＰＩＯ－ＮＥＴ等の運営、苦情相談に係る緊急情報の提供、商品テスト

に係る技術協力、相談員の研修などを通じ、地方消費生活センターに対し情

報提供を行う。 

③ 行政機関等との情報交流 

消費者利益を侵害する違法・不当行為の取締り等を行う行政機関等との

間で緊密な情報交換を行い、法令に基づく迅速かつ厳正な行政処分等に資す

る。 

④ 関係機関等との情報交換等を行い、連携を図る。 
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(6) 関係行政機関等に対する改善要望 

消費生活相談情報の収集・分析結果等を基に、関係行政機関等に対して制度

等に関する改善要望を積極的に行う。 

 

(7) 研修 

① 研修 

消費生活センター等の相談処理能力等を高めるため、消費生活相談員と

地方公共団体の職員への研修に重点を置くとともに、地方公共団体のニーズ

に積極的に応じ、その充実を図る。 

また、研修の実施に当たっては、各地の地理的条件に配慮して、地方都

市においても実施するとともに、インターネット等を活用した遠隔研修を推

進する。 

さらに、消費者行政に関する国家公務員向けの研修の実施について検討

を行う。 

② 消費生活専門相談員資格認定制度 

資格取得者の資質・能力の維持・向上を図るため、消費生活センター等

での実務に就いていない資格取得者が資格の更新を行う際に受講する講座

を実施する。 

消費生活専門相談員資格認定試験の実施に当たっては、各地の地理的条

件に配慮した人材供給を確保していくという観点から、地方都市においても

実施する。 

③ 市場化テストの実施 

企業・消費者向けの教育・研修事業について官民競争入札を実施する。 

 

(8) 商品テスト 

① 商品テストの実施 

 

 

 

 

 

(6) 研修 

① 研修 

地方消費生活センターの相談処理能力等を高めるため、消費生活相談員

と地方公共団体の職員への研修に重点を置き、その充実を図る。 

研修の実施に当たっては、各地の地理的条件に配慮して、地方都市にお

いても実施する。 

 

 

 

 

② 消費生活専門相談員資格認定制度 

資格取得者の資質・能力の維持・向上を図るため、消費生活センター等

での実務に就いていない資格取得者が資格の更新を行う際に受講する講座

を実施する。 

消費生活専門相談員資格認定試験の実施に当たっては、各地の地理的条

件に配慮した人材供給を確保していくという観点から、地方都市においても

実施する。 

③ 市場化テストの実施 

企業・消費者向けの教育・研修事業について官民競争入札を実施する。 

 

(7) 商品テスト 

① 商品テストの実施 
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消費者被害の未然防止・拡大防止を図るため、消費者の生活実態に即し

て必要な商品テストを行う。具体的には、注意喚起のための商品テストを積

極的に実施するとともに、地方公共団体から依頼のあった相談解決のための

商品テストについては、原則として全てに対応する。また、「消費者安全法

の一部を改正する法律」（平成２４年法律第７７号）の施行を踏まえ、消費

者事故等の原因究明や情報提供のために、消費者庁（消費者安全調査委員会

を含む。）からの求めに応じ必要な協力を行う。さらに、関係機関との連携

強化、外部化を進め、企画立案業務を強化する。 

② 商品テストの実施機関情報の収集・提供 

中核的機関として、商品テストの実施機関、実施状況等の情報を全国的

に収集し、新たにデータベースを構築するなどにより、地方公共団体等に提

供する役割を積極的に果たす。 

 

(9) 震災からの復興に向けた取組 

東日本大震災からの復興を支援するため、以下の取組を実施する。 

① 食品と放射性物質に関する情報など、震災に関連する消費生活情報を収集

し、ホームページ等を通じ、情報提供を積極的に行う。 

② 消費生活相談員や行政職員等に対する研修において、食品と放射能等に関

連する講義を積極的に行う。 

③ 放射性物質に関する検査について、引き続き地方公共団体における実施体

制を支援するとともに、地方公共団体からの依頼に基づく検査を積極的に実

施する。 

④ その他、消費者庁と連携の上、必要な施策を適切に実施する。 

 

(10) 消費者教育の推進 

「消費者教育の推進に関する法律」（平成２４年法律第６１号）の施行を踏

まえ、消費者教育に関する以下の取組を実施する。 

消費者被害の未然防止・拡大防止を図るため、消費者の生活実態に即し

て必要な商品テストを行う。また、消費者事故等の原因究明を図るために、

消費者庁からの求めに応じ必要な協力を行うとともに、関係機関との連携強

化、外部化を進め、企画立案業務を強化する。 

 

 

 

 

② 商品テストの実施機関情報の収集・提供 

中核的機関として、商品テストの実施機関、実施状況等の情報を全国的

に収集し、提供する役割を積極的に果たす。 
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① 高齢者、障害者等への支援を行う者に対する研修の実施、情報の提供等（第

１３条第１項関係） 

② 消費生活相談実例等の消費者教育への活用（第１３条第２項関係） 

③ 消費生活相談員等への研修の実施（第１６条第１項関係） 

④ 先進的な取組に関する情報等の収集及び提供(第１８条第１項関係) 

 

(11) 地方公共団体に対する支援 

上記の取組のほか、以下の取組等を通じて、都道府県及び市町村における消

費者行政への支援を強化する。 

① 巡回訪問 

相談体制の強化のため、市町村の消費生活相談窓口における経験の浅い

相談員に対する消費生活相談専門家の巡回訪問について、都道府県が主体と

なって引き続き実施できるよう、都道府県と連携を図り、「巡回訪問事業」

の質の向上及び円滑な運営に対する支援を行う。 

② ＰＩＯ－ＮＥＴの追加配備 

地方公共団体からの要望を踏まえ、ＰＩＯ－ＮＥＴ の追加配備を適切に

実施する。 

 

(12) 中核機関としての役割の強化 

センターの業務及び組織の整備、関係機関等との役割分担・連携等の具体的

な方策に関する検討結果を踏まえ、適切に対応する。 

 

４．財務内容の改善に関する事項 

「２．業務運営の効率化に関する事項」で定めた事項について配慮した中期計

画の予算を作成し、当該予算の範囲で業務運営を行うこと。 

なお、毎年の運営費交付金額の算定については、運営費交付金債務残高の発

生状況にも留意した上で、厳格に行うものとする。 

 

 

 

 

 

 

(8) 中核機関としての役割の強化 

消費者庁が中心となって、センターの業務及び組織の整備、関係機関等との

役割分担・連携等の具体的な方策に関し検討を行った結果を踏まえ、適切に対

応する。 

 

(9) 地方公共団体に対する支援 

都道府県及び市町村に対し、教育・研修の機会の拡充等を始め、支援を強化

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．財務内容の改善に関する事項 

「２．業務運営の効率化に関する事項」で定めた事項について配慮した中期計

画の予算を作成し、当該予算の範囲で業務運営を行うこと。 
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５．その他業務運営に関する重要事項 

(1) 消費者問題に関する更なる専門性の醸成 

地方公共団体との人事交流や消費者団体での実務体験などを通じ、センター

職員に多方面の業務を経験させることにより、職員の専門性の更なる向上を図

る。 

 

(2) 情報セキュリティ対策 

政府の方針を踏まえ、情報セキュリティ対策の向上を図る。 

 

(3) 事業の審査及び評価 

各事業の審査及び評価について、外部評価の仕組みについて検討し、導入す

る。 

 

(4) 国際協力 

海外からの研修生の受け入れや海外への講師派遣等の要請に積極的に対応

する。 

 

(5) 内部統制の充実・強化 

内部統制について、総務省「独立行政法人における内部統制と評価に関する

研究会」報告書や政策評価・独立行政法人評価委員会の意見を参考にしつつ、

さらに充実・強化を図る。 

 

 


